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恥
昭
和
四
十
七
年
の
第
一
回
定
例
市
議
会
は
三
月
十
日
か
ら
開
州

州
か
れ
、
鈴
木
市
長
は
新
年
度
の
施
政
方
針
を
の
べ
、
信
条
と
す
州

旧
る
「
生
活
を
恢
適
に
す
る
社
会
開
発
」
「
人
間
愛
を
は
ぐ
く
む
岬

仙
人
づ
く
り
」
を
目
ざ
し
四
本
の
柱
を
あ
げ
、
新
し
い
高
萩
市
の
Ｊ

Ｗ
創
造
、
市
民
生
活
優
先
の
市
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
強
調
し
ま
冊

川
し
た
。

咄
新
迂
度
の
予
算
は
、
総
額
一
十
四
億
八
千
二
百
六
十
四
万
一
叩

Ⅱ
千
円
で
、
前
年
度
に
比
鞭
し
て
四
一
・
二
％
の
増
加
と
積
極
的
乢

州
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
（
予
算
に
つ
い
て
は
二
、
三
・
ヘ
ー
ジ
叩

祁
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
）

を
八
十
才
以
上
と
年
令
の
引
き

福
祉
行
政
の
推
進

下
げ
と
年
金
額
の
増
額
、
ま
た

考
人
の
福
祉
対
策
と
し
て
、
国
の
実
施
に
先
が
け
て
入
院
外

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
の
建
設
の
老
人
医
療
費
の
無
料
化
を
七

を
は
じ
め
、
敬
老
年
金
の
支
給
十
才
以
上
と
年
令
の
引
き
下
げ

年
令
を
従
来
の
八
十
五
才
以
上
を
行
な
い
ま
し
た
。

ﾐる鈴木市長才一回定例市議会で施政方針を

児
童
福
祉
面
で
は
、
次
代
を

に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

の
設
置
、
子
ど
も
会
の
育
成
指

導
者
の
資
質
の
向
上
、
身
体
障

害
者
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
な
ど

人
間
尊
重
の
精
神
を
発
揮
し
て

精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

主
要
市
道
の
舗
装
を
重
点
的

に
実
施
し
、
排
水
溝
の
整
備
、

水
道
給
水
開
始
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

。
コ
ミ
処
理
に
つ
い
て
は
、
高

萩
市
及
び
十
王
町
衛
生
組
合
と

協
力
し
て
施
設
の
整
術
を
行
な

い
、
・
コ
ミ
の
不
法
投
棄
を
な
く

す
な
ど
「
明
る
く
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
市
民
運
動
を
展

開
す
る
た
め
、
そ
の
対
策
協
議

会
を
結
成
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

関
係
機
関
団
体
と
協
力
し
て
、

積
極
的
に
市
民
の
安
全
確
保
に

つ
と
め
ま
す
。

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
人

の
生
命
、
健
康
を
守
り
、
美
し

い
自
然
と
き
れ
い
な
水
、
よ
ご

れ
の
な
い
大
気
な
ど
の
環
境
保

全
の
た
め
、
公
害
。
〈
ト
ロ
ー
ル

車
、
諸
測
定
器
を
配
置
し
、
産

業
開
発
に
と
も
な
い
予
想
さ
れ

る
問
題
に
つ
い
て
、
真
剣
に
取

り
組
み
そ
の
解
決
に
当
り
ま

す
。

教
育
の
充
実

学
絞
教
育
面
で
は
、
松
岡
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
の
建
設
、
東

小
学
校
の
プ
ー
ル
建
役
、
給
食

輸
送
用
日
勤
車
の
購
入
、
各
小

中
学
校
、
幼
稚
園
の
教
具
附
品

施
設
の
改
善
。

社
会
教
育
伽
で
は
、
市
営
野

球
場
の
光
成
、
高
浜
グ
ラ
ン
ド

の
惟
怖
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
附

入
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
の
振
興

工
事
中
の
花
貫
ダ
ム
の
早
期

光
成
、
松
久
保
工
業
団
地
に
進

出
が
決
定
し
た
企
業
の
誘
致
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
手
綱

工
業
団
地
の
造
成
工
事
の
着
手

な
ど
過
岬
化
対
策
と
市
民
の
安

定
し
た
労
働
市
場
の
確
保
、
市

民
所
得
の
増
大
に
費
し
て
ま
い

り
ま
す
。

蝦
林
業
に
つ
い
て
は
、
第
二

次
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
と

の
関
連
調
和
を
図
り
な
が
ら
農

用
地
の
指
定
と
適
用
週
作
営
農

団
地
の
育
成
、
農
道
、
水
路
な

ど
基
盤
の
整
倫
を
緊
急
度
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基

盤
と
も
い
う
べ
き
牧
野
、
牧
道

な
ど
の
改
良
整
附
を
年
次
計
画

に
従
っ
て
実
施
し
、
農
林
業
の

安
定
、
発
展
を
図
っ
て
ゆ
く
方

針
で
す
。

中
小
企
業
対
策
と
し
て
は
、

商
工
会
を
通
じ
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
い
購
買
力
の
伸

長
、
各
企
業
の
経
営
近
代
化
を

進
め
る
と
と
も
に
労
働
力
の
確

保
に
つ
と
め
て
ゆ
く
隊
え
で
す
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市
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で

明
る
い
生
活
が
営
め
る
よ
う
生

活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

特
に
道
路
整
備
に
重
点
を
お
き

ま
し
た
。
高
萩
市
の
市
道
改
良

率
は
二
九
◆
四
％
、
舗
装
率

は
一
・
六
％
と
低
い
率
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
整
備
の
お

く
れ
を
と
り
も
ど
す
た
め
、
道

路
改
良
工
事
二
・
二
キ
ロ
六
千

百
七
十
六
万
七
千
円
、
道
路
舗

装
工
事
四
。
三
キ
Ｐ
五
千
八
百

二
十
六
万
三
千
円
、
側
溝
と
排

水
路
工
事
一
・
四
キ
ロ
二
千
六

十
五
万
四
千
円
、
県
工
事
地
元

負
担
金
を
一
千
万
円
、
そ
の
他

失
業
対
策
事
業
に
よ
る
側
溝
整

備
事
業
四
キ
ロ
、
道
路
舗
修
工

事
八
。
九
キ
ロ
の
経
費
四
千
六

百
四
十
三
万
六
千
円
を
計
上
し

道
路
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し

て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
道
路

一

蔀弓営謹齢

堯

曲
ラ
グ
征
』
値

上
と
市
民
福
祉
の
増
進
の
た
め

道
路
整
備
に
重
点
雪
力
Ｌ
種
ゆ
き
ま
す
。
壷
燈
辺

地
の
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域

よ
り
快
適
な
生
活
を
鴬
”
た
過
臆
診
嬬
所
経
費
」

し
て
八
百
二
十
万
円
を
計
上
い

い
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
作
業
員
を
十
三
人
に
増
員
し
、
た
し
ま
し
た
。

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
環

包
い
生
活
が
営
め
る
よ
う
生
資
材
費
四
百
八
万
円
を
も
っ
て

蝿
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路
補
修
を
市
直
営
で
管
理
維
境
保
全
の
監
視
体
制
を
確
立
す

る
た
め
三
百
九
十
九
万
円
を
計

に
道
路
整
備
に
重
点
を
お
き
持
を
図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

は
二
九
◆
四
％
、
舗
装
率
い
姉
晒
地
誕
蠣
醍
蔀
碍
罐
碓
碓
誕
鋤
摺
誰
轌
誇
群
岬
河
却
蓉
）

し
た
。
高
萩
市
の
市
道
改
良

帳
蚕
誌
》
北
準
秘
蓉
帷
唾
鈍
碓
垂
琶
確
層
蝿
噸
維
菫
仁
卦
御
鉦
識
銃
飢
揮
剛
皐
嶬
輌
噛
予
齢

卦
唾
甦
”
殆
ど
茸
た
め
《
、
道
や
卜
瘤
が
汁
二
万
二
千
円
を
一
二
罐
御
侭
姉
蠣
率
準
極
鋤
年
誰
細

年
間
で
補
助
す
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る
こ
と
と
し
、

本
年
度
分
六
十
万
七
千
円
を
旧

市
街
地
街
路
灯
設
置
費
補
助
金

三
十
万
円
と
合
せ
て
計
上
し
ま

し
た
。保
健
衛
生
面
に
つ
い
て
は
、

環
境
衛
生
費
で
高
萩
・
北
茨
城

と
畜
場
組
合
負
担
金
三
百
六
十

四
万
八
千
円
を
は
じ
め
、
市
内

下
水
路
な
ど
の
清
掃
と
消
毒
薬

剤
散
布
、
そ
族
昆
虫
駆
除
経
費

と
し
て
五
百
四
十
八
万
九
千
円

を
計
上
し
て
、
環
境
衛
生
の
向

》
》 参2: ::

■
に
守
。
一
二

》

せ

》

一

▲
缶

三
鼻
吋

一

黒
時
一
Ｌ

こ
い
』
ｑ

へ
考
え

叩
か
ら

点〕 岫
せ
を

和
四
十
七
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
十
四
億
皿

九
百
十
八
万
二
千
円
、
特
別
会
計
二
億
一
千
七
一

十
万
三
千
円
、
企
業
会
計
八
億
三
千
六
百
二
十
恥

六
千
円
で
、
総
額
二
十
四
億
八
千
二
百
六
十
四
一

千
円
に
決
り
ま
し
た
。

の
予
算
は
、
市
民
生
活
優
先
に
徹
し
、
し
あ
わ
｝

守
り
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
く
ら
し
の
向
上
を
Ⅲ

て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算
を
主
な
事
業
一

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

使
い

市
及
び
十
王
町
衛
生
組
合
負
担

金
と
し
て
安
良
川
の
し
尿
処
理

じ
ん
芥
焼
却
施
設
、
赤
浜
に
完

成
し
ま
す
、
じ
ん
芥
焼
却
施
設

の
管
理
運
営
費
の
負
担
金
四
千

四
十
六
万
二
千
円
を
計
上
し
て

ハ
ま
ず
ノ
。

老
人
福
祉
の
対
策
と
し
て
老

人
措
置
費
一
千
一
百
四
十
六
万

円
ま
た
「
老
人
い
こ
い
の
家
」

の
建
設
費
一
千
八
百
六
十
万
一

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
敬
老

年
金
に
つ
い
て
は
今
ま
で
八
十

五
才
以
上
の
方
に
支
給
し
て
い

た
も
の
を
八
十
才
以
上
と
年
令

の
引
き
下
げ
を
行
な
い
、
金
額

に
つ
い
て
も
八
十
五
才
以
上
二

千
円
を
五
千
円
に
、
八
十
才
以

上
八
十
五
才
未
満
を
三
千
円
と

し
ま
し
た
、
国
保
事
業
の
老
人

医
療
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
実
施
に
先
が
け
今
ま
で
の

七
十
五
才
以
上
を
七
十
才
に
引

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
を
建
設

市
民
福
祉
の
向
上
に

河川の汚染調査をする公害係員

ま
た
継
続
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
上
水
道
工
事
は

本
年
度
最
終
年
度
で
事
業
の
予

定
ど
う
り
の
完
成
の
た
め
、
六

千
七
十
万
円
の
出
資
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

き
下
げ
て
、
入
院
外
の
無
料
化

を
図
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
約

七
百
万
円
を
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
に
繰
り
出
し
て
い

ま
す
。社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
身

体
障
害
者
に
対
す
る
各
種
補
装

具
の
給
付
費
と
更
生
医
療
給
付

身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
の
経
費

を
含
め
て
二
百
五
十
五
万
八
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
精
神
薄

弱
者
に
関
す
る
経
費
と
し
て
三

百
二
十
三
万
七
千
円
、
在
宅
保

護
者
援
助
費
な
ど
に
約
三
百
万

円
、
ま
た
民
生
費
の
中
に
大
き

な
割
合
を
占
め
る
生
活
保
護
費

に
つ
い
て
は
一
億
二
千
六
百
七

十
四
万
一
千
円
鳶
計
上
し
て
い

ま
す
。国
民
年
金
経
費
と
し
て
は
五

百
八
十
九
万
三
千
円
を
計
上
し

年
金
運
営
の
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
保
険
料
を

納
付
で
き
な
い
者
に
対
し
て
無

利
子
の
貸
付
金
二
十
三
人
分
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
火

災
水
害
な
ど
の
災
害
見
舞
金
等

支
給
条
例
に
基
づ
く
経
費
と
し

て
こ
十
五
万
三
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
対
す
る
経
費
と

し
て
は
、
市
立
保
育
所
経
費
と

し
て
一
千
五
百
七
十
七
万
四
千

円
、
私
立
保
育
所
委
託
費
に
一

千
五
百
六
十
万
五
千
円
を
、
ま

た
子
ど
も
の
遊
び
場
設
置
、
子

ど
も
会
の
指
導
者
の
育
成
へ
子

ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
の

経
費
九
十
七
万
四
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
重
症
心
身
障
害
児

援
護
経
費
と
し
て
は
、
家
庭
奉

仕
員
の
設
置
、
障
害
児
年
金
給

付
額
一
人
六
千
円
を
一
万
二
千

円
に
引
き
上
げ
を
内
容
に
十
六

万
九
千
Ｈ
を
、
ま
た
昨
年
か
ら

実
施
さ
れ
た
児
童
手
当
経
費
と

し
て
、
本
年
度
該
当
者
見
込
と

し
て
四
百
人
分
一
千
三
百
四
十
四

万
二
千
円
を
計
上
し
て
、
児
童

福
祉
の
向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

Ｗ
「
市
政
方
針
」
に

Ⅱ
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
Ⅱ

Ⅱ
今
月
号
は
、
昭
和
四
十
七
岫

州
年
度
の
高
萩
市
の
施
政
方
針
‐

州
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
特
集
し
‐

り
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
対
し
州

洲
て
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
が
咄

州
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
小

川
さ
い
・

州
あ
て
先
は
、
市
役
所
市
長
‐

州
室
市
民
相
談
係
へ
、
住
所
氏
州

川
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
咄

川
お
寄
せ
く
だ
さ
る
場
合
は
、
岫

州
封
筒
か
は
が
き
の
表
に
「
施
叩

岬
政
方
針
の
感
想
」
と
朱
書
し
畑

』
て
く
だ
さ
い
。

州
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
州

州
市
報
で
項
目
別
に
掲
載
す
る
州

叩
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
州
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教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
四
し
た
。

十
六
年
度
の
高
萩
中
学
校
プ
ー
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
中

ル
建
設
に
引
き
続
き
、
二
十
五
央
公
民
館
の
完
成
に
と
も
な
つ

メ
ー
ト
ル
の
小
学
校
プ
ー
ル
を
て
地
域
社
会
に
お
け
る
生
活
。

東
小
学
校
に
九
百
八
十
五
万
九
文
化
活
動
の
経
費
と
し
て
七
百

よ
り
豊
か
な
く
ら
し
を

千
円
で
建
設
す
る
と
と
も
に
松
六
十
万
七
千
円
を
計
上
し
ま
し

岡
中
学
校
に
建
坪
六
四
○
平
方
た
。
昭
和
四
十
九
年
第
二
十
九

メ
ー
ト
ル
総
工
費
三
千
四
百
九
回
国
民
体
育
大
会
開
催
の
た
め

畜
産
セ
ン
タ
ー
設
置
を
調
査

十
八
万
円
で
屋
内
体
育
場
を
建
四
十
六
年
度
に
着
工
し
た
市
営

設
す
る
計
画
で
す
。
野
球
場
建
設
の
第
二
年
次
分
と
朧
業
の
脹
弧
に
つ
い
て
は
、
ま
す
。

学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
し
て
三
千
一
百
六
十
三
万
九
千
畜
産
振
興
と
し
て
草
地
附
発
事
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
各

は
、
校
舎
、
校
庭
の
整
術
費
と
円
を
計
上
、
こ
の
維
持
管
理
の
業
十
一
カ
所
二
千
二
百
三
万
四
極
補
助
、
自
治
藤
地
金
融
に
奇

し
て
小
学
校
費
に
七
百
五
十
七
た
め
一
百
四
十
八
万
三
千
円
、
千
円
を
計
上
し
、
草
地
造
成
十
託
を
行
な
い
、
融
資
の
抵
大
と

万
四
千
円
、
中
学
校
費
に
四
百
ま
た
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
隔
障
物
設
置
利
子
補
給
と
し
て
中
小
企
業
の

八
十
九
万
九
千
円
を
計
上
し
ま
て
今
年
秋
に
行
な
わ
れ
る
高
松
三
千
七
百
メ
ー
ト
ル
、
牧
道
整
育
成
を
図
る
た
め
、
こ
の
経
費

し
た
。
教
育
に
直
接
関
係
の
あ
宮
賜
杯
軟
式
野
球
大
会
に
備
え
術
七
百
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
、
と
し
て
九
百
三
十
五
万
六
千
円

る
経
費
と
し
て
、
小
学
校
一
千
高
浜
町
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
整
そ
の
他
家
畜
の
導
入
の
利
子
補
を
計
上
し
ま
し
た
。

五
百
一
万
五
千
円
、
中
学
校
費
備
費
と
し
て
四
百
万
円
を
計
上
給
な
ど
を
は
じ
め
、
大
規
模
畜
観
光
面
に
つ
い
て
は
、
施
設

一
千
二
百
七
万
二
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
産
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
整
備
に
重
点
を
お
き
、
新
し

し
て
教
育
の
充
実
に
配
慮
し
ま
の
調
査
計
画
費
を
計
上
し
て
い
い
観
光
地
と
し
て
の
花
貰
ダ
ム

↓
｜
：
｜
：
二
：
：
二
：
：
二
：
｜
｜
・
｜
・
｜
：
｜
§
二
：
｜
：
二
：
｜
：
二
：
｜
：
二
：
｜
：
｜
｜
：
：
二
・
：
三
二
・
・
三
・
↓
｜
・
三
言
一
・
・
二
↓
・
壼
・
二
：
｜
：
二
：
｜
：
三
三
↓
三
薑
一
・
・
二
冒
一
：
二
：
言
・
二
言
一
言
二
・
・
｜
：
二
．
↑
ゞ
二
：
｜
・
・
二
・
．
胃
．
｜
｜
：
・
・
二
・
言
：
二

》
匡
計
壬
宮
田

教
育
環
境
の
整
備
を
は
か
る

東
小
ブ
ー
ル
・
松
岡
中
体
育
館
を
建
設

消
火
栓
扣
基
を
設
置

消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消

防
の
機
械
化
と
機
動
力
の
充
実

｜

’ を
図
る
た
め
、
小
型
動
力
ボ
ン

命
ヲ
付
積
戦
自
動
車
一
台
、
貯
水

糟
一
基
、
水
道
消
火
栓
四
十
基

の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国
体
関
係
と
し
て
は
、
本
年

度
行
な
わ
れ
る
国
体
リ
ハ
ー
サ

ル
経
費
と
し
て
一
百
九
十
万
円

を
計
上
し
、
円
滑
な
運
営
に
当

り
ま
す
。｜

公債費4
消防費4
労働費3

％
％
％
％
％

９
０
５

具支出金 3．7％
一般会計

1 ,429, 182千円

特別会計

高萩霊園手業

433千円

農業共済事業

13，814千田

国民健康保険事業

202,956千円

企業会計

水道事業

565,779千円

工業水道事業

270,477千円

1

1

I

位千

＝－

－635－
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仙
人
に
大
き
な
め
い
わ
く
を
か
た
い
せ
つ
に
し
な
け
れ
ば
な
り

Ｉに
蝉
け
て
い
る
の
に
気
づ
か
ぬ
こ
と
ま
せ
ん
し
．
自
分
の
都
合
を
た

灘
”
篭
彊
…
羅
蕊
霊

叩
長
一
市

間
を
守
り
定
刻
に
出
席
す
る
人
り
が
必
要
だ
と
芯
え
ま
す
。
ち

咽

一
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
を
審
…
…
‐
・
・
・
・
！
．
．
．
，
。
：
．
－
…
ｉ
，
．
．
．
！
…
‐
…
・
Ｉ
…
！
。
＠
ゞ
１
・
・
・
・
‐
。
、
。
↑
！
：
．
ｊ
…
！
．
．
．
Ｉ
．

Ⅷ
議
し
た
第
一
回
定
例
市
議
会
も

吟
間
を
守
ろ
う

一
終
り
、
新
し
い
年
度
に
意
欲
を

叩
燃
や
し
て
鮨
り
ま
す
．
が
、
議
会
・
・
‐
…
．
！
…
‐
…
。
！
…
Ⅱ
、
・
・
・
！
・
・
・
！
・
・
！
：
ｉ
…
ｌ
：
。
ｉ
…
．
！
：
．
‐
…
・
Ｉ
．
．
．
！
、

へ
の
会
期
中
脾
間
励
行
か
実
に
よ
た
ち
が
、
自
分
の
都
合
で
遅
刻
よ
つ
と
し
た
心
づ
か
い
を
生
斫

州
く
徹
底
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
す
る
人
の
た
め
Ⅲ
川
の
窯
費
を
の
習
仙
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
を
受
け
ま
し
た
。
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
か
よ
く
は
じ
め
て
欣
呼
あ
る
明
る
い
社

川
人
間
は
と
も
す
れ
ば
自
分
本
あ
り
ま
す
。
会
が
営
め
る
の
で
は
な
い
で
し

一
位
に
物
事
を
逆
び
が
ち
で
、
そ
「
時
は
金
な
り
」
と
い
い
ま
す
よ
う
か
。

叩
の
こ
と
が
社
会
生
活
に
お
い
て
が
、
忙
し
い
と
き
ほ
ど
時
間
を
↑
」
と
し
か
ら
川
る
い
ま
ち
づ

ｆ
１
・
【
一
三
二
己
聡
、
＃
、
二
『
三
『
“
、
＃
‐
も
・
二
一

言
１
、
ノ
ー
‘
］

一

一
言
‘
色
１
ノ
ｔ
“
皇
二
言
、
１
．
１
，
．
二
三
一
』
、
１
ノ
ー
・
二
【
一
百
□
１
／
、
．
二
三
一
“
‐
、
／
、
↑
】
一
二
一
］
。
、
‐
／
ｌ
“
二
一
二
一
》
、
‐
ｒ
、
口
一
二
一
言
“
、
ｊ
Ｊ
！

三
一
一
言
，
、
ノ
ー
、
口
二
三
一
一
‐
地

市長随想

灘

支
給
さ
れ
ま
す
。

の
手
助
け
を
し
よ
う
と
す
る
も

加
才
に
引
下
げ
鯛
○
手
当
金
葬
受
け
る
方
法

の
で
す
。
内
群
は
人
椛
催
害
、

老
令
者
医
療
手
当
血
病
院
の
窓
口
で
は
、
今
ま
で

金
銭
貸
惜
、
借
地
、
借
家
、
登

ど
お
り
三
割
分
の
陛
臓
費
を
支

記
問
鼬
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
そ
市
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
医
瞭
手
当

の
他
法
律
問
題
な
ど
ど
の
よ
う
月
一
日
か
ら
老
人
福
祉
行
政
の

な
娃
詮
唖
恥
計
津
垂
晦
毒
嶬
祇
蝉
唾
娠
罹
腱
毒
で
姻
権
率
準
癖
唯
誕
痙
趣
細
挙
吋
密
吐
燕
邦
必

密
を
か
た
く
守
り
、
誉
用
は
い
上
の
老
人
の
侯
病
に
つ
い
て
阪
診
療
月
の
約
二
ヵ
月
後
に
世
帯

つ
さ
い
無
料
で
す
か
ら
お
気
軽
暗
手
当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
が
、
改
正
に
よ
り
四
月
一
日
か
児
童
手
当
の
請
求
を

○
期
日
５
月
、
日
午
削
加
時
ら
七
十
才
以
上
の
方
に
支
紬
さ
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

へ

・

一
一
」
一
一
・
五
１
Ｆ
Ｉ
Ｌ
’
二
二
」
一
↓
。
、
Ｉ
１
｜

二
言
、
ｉ
く
’
’
二
」
一
言
。
、
Ｊ
１
、

二

二

一
・
、
１
ノ
ー
、

二

一

』
・
Ｉ
’
Ｉ
‐
二
』
二
一
一
・
、
，
／
も
、
』
一
二
一
三
・
も
，
ノ
４
、
二
三
一
字
、
１
グ
ー
、
二
一
三
三
、
、
，
く
↑

一一

・
・
ｔ
ノ
ー
、
ゞ
【

一
言
｝
◆
も
１

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
相
談
所
の
開
設
老
令
者
医
僚
手
当
金
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

○
手
当
金
を
受
け
ら
れ
る
人

当
市
の
国
民
健
康
保
険
者
の

詮
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
常
か
ら
午
後
３
時
ま
で

日
ご
ろ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
悩
○
場
所
高
萩
市
中
央
公
民
舘
被
保
険
者
で
、
満
七
‐
Ｔ
才
以
上

象
困
っ
て
い
る
か
た
も
多
い
と
○
主
催
茨
城
県
人
椛
獅
護
委
の
人
で
す

思
い
ま
す
。
員
連
合
会
、
日
立
人
権
擁
護
○
手
当
金
一
歪
受
け
ら
れ
る
範
囲

こ
の
相
談
所
は
、
こ
の
よ
う
委
員
協
議
会
入
院
を
除
く
す
ぐ
へ
て
の
暎
病

に
つ
い
て
、
病
院
の
窓
口
で
支

な
か
た
が
た
の
悩
み
を
お
聞
き
○
後
援
水
戸
弁
護
士
会

払
っ
た
額
（
三
剛
相
当
紺
）
が

し
て
、
少
し
で
も
祁
央
、
こ
わ
’

し
て
、
少
し
で
も
解
決
の
た
め

必
お
し
ら
せ
礎

人
権
相
談
所
の

お
気
軽
に

お
し
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を

昭
刺
四
十
七
年
度
国
乢
年
金

保
険
料
を
納
付
困
難
の
人
は
免

除
叩
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
一
定
所
得
以
下
の
人
）
一

申
請
の
手
続
き
を
し
な
い
で
保
岬

険
料
を
未
納
に
し
て
お
き
ま
す
岬

と
、
将
来
年
金
を
受
け
る
こ
と
“

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
岬

を
し
ま
す
と
免
除
期
間
は
納
付
‐

し
た
方
の
三
分
の
一
の
年
今
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
統
き
は
市
民
課
随
民
年
金

係
で
受
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、

！

』

二

二
一
・
’
一
二

言

・

’

二

一
三
』
・
’

二
三
静
・
Ｉ
］

二“

（
三

く
り
迎
動
の
一
つ
と
し
て
「
時
恥
↑

間
を
守
る
迎
動
」
を
す
す
め
て
一
］

お
り
ま
す
が
、
市
民
の
ゑ
な
さ
Ⅱ
｛

ん
の
善
意
と
努
力
が
結
集
さ
れ
）

て
こ
そ
．
は
じ
め
て
こ
の
運
動
叩

が
成
功
す
る
の
で
は
な
い
，
が
と
一

思
い
ま
す
。
川
程

を
軒
畦
碓
恥
榊
塞
諦
鎚
翫
吟
峪
に
釦

飛
要
性
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
劃
投

市
乢
の
愚
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
川
ク
Ⅷ
ワ

斗
益
韮
妙
趣
尹
葎
“
麺
蜘
錘
誹
一
生

と
吟
え
て
い
ま
す

鮎
木
藤
太
州

一
ロ
０
，
Ｆ
。
、
・
二
二
一

０
、
～
ノ
ー
，
・
二
三
言

６
、
ｒ
，
、
０
二
」
一
苣

０
，
１
Ｊ
咄
・
二
一

一
三
ｑ
、
卜
〆
４
．
二
㎡

Ⅱ

十
八
才
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
、
一
人
以
上
が
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ

と
前
年
の
収
入
が
一
定
額
（
扶
養

親
族
五
人
の
場
合
二
百
万
円
）

に
満
た
な
い
こ
と

く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務

所
社
会
係
（
電
話
一
三
五
○
内

線
二
六
番
）
ま
で

老
令
年
金
証
言
の
提
出

あ
な
た
が
受
給
さ
れ
て
い
る

老
令
福
祉
年
金
な
ど
の
金
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
九
月

に
郵
便
局
で
受
領
後
、
市
民
課

国
民
年
金
係
に
証
髻
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

も
し
証
書
の
提
出
が
な
け
れ

ば
老
令
福
祉
年
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

与
に
叩

投
ず
川

ク

れ
川

亡
心
川

‐
ひ
ワ

は
川

川
ま
生
者
州

川
日
」
叩
ヨ
叩

Ｉ助ノ川
小
該
剛

小
児
ま
ひ
生
ワ
ク
チ
ン
の
上

半
期
の
投
与
・
を
別
表
日
軽
に
よ

り
打
な
い
ま
す
。

該
当
者
は
昭
和
始
年
２
月
１

日
か
ら
７
月
皿
日
（
二
回
ｕ
）

輔
年
８
月
１
日
か
ら
卿
年
１
月

副
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

該
当
者
は
印
飾
を
持
参
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

場 所 ｜ 月日 時 間

，､30～,､40横川小学校

下君田小学校

上君田小学校

若栗公民館

5．16

〃

ノノ

2．00～2－11

2．20～2．30

3．00～3．10

〃

〃

松岡小学校

大能公民雌

望

劃

０
０
３
３

３
１

叩
一
蛆

生
活
学
校
生
を
募
集

兀
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の

仕
活
学
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

生
活
学
校
と
は
、
消
劉
生
活

上
の
困
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ

消
費
者
自
身
が
械
杣
的
に
勉
強

し
て
、
何
ら
か
の
解
決
を
得
よ

う
と
す
る
学
校
で
す
。
今
年
度

は
、
過
剰
包
装
・
薬
の
安
全
性

な
ど
を
と
り
あ
げ
る
予
定
で
す

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
ふ
る

っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
盗
格
市
内
に
住
居
し

て
い
為
婦
人

○
会
蛍
年
間
三
両
Ⅲ

○
球
染
人
員
五
十
名

○
申
込
期
限
五
月
二
十
日

○
申
込
先
高
萩
市
中
央
公

民
伽
（
電
話
）
五
四
五
五
番

投
与
を
受
け
る
日
は
、
お
ひ

る
の
体
温
を
は
か
っ
て
く
る
よ

う
、
ま
た
似
子
手
帳
ゞ
問
診
栗

は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
飲
ん
で
い
な
い
方
は
当

日
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
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中戸川公民館
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